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１．城陽未来まちづくり会議とは 

１－１ 開催の目的と位置付け 

城陽未来まちづくり会議は、これまで行政に声を届ける機会が少なかった市民

の方に、市政への参加を促し、その意見を市政に取り入れること、またそのこと

を通じて、市民意識の高揚を図り、市民活動の担い手の掘り起こしに繋げること

を目的に開催しました。したがって、会議での意見については、諮問に対する答

申や提言といったものでなく、「幅広い市民の声」として位置づけられるものとな

ります。 

 

１－２ 参加者の決定 

〇参加希望者の選定 住民基本台帳から市民１，８００人を無作為に抽出し、城

陽未来まちづくり会議への参加依頼を送付しました。あわ

せて会議についてのアンケート調査を実施しました。 

〇参加募集の人数 ５５人 

城陽市が京都と奈良のほぼ中間に位置し、古くから「五里
ご り

五里
ご り

の里
さと

」と呼ばれることにちなんで、５５人としました。 

〇参加希望者の決定 参加依頼の結果、９６名から参加希望をいただき、抽選前

に５名が辞退されたことから、９１人による抽選を行い、

会議に参加していただく５５人を決定しました。 

〇抽 選 の 方 法 年齢や地域性を考慮し、Microsoft Excel のランダム関数

を用いて抽選を行いました。 

〇抽 選 の 結 果 抽選の結果、地域別・年齢別の参加者は下表のとおりです。 

 
久津川地区 寺田地区 富野地区 青谷地区 

合計 
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

10－20 歳代 ２    １    ３ 

30 歳代 １ １ ２ １     ５ 

40 歳代 ３  ３ ４ １ １   １２ 

50 歳代 １ １ ３ ２ ２   １ １０ 

60 歳代 ２ １ １ ２ ２ １ ３  １２ 

70 歳代以上 ２ ２ ３ ２ ２ ２   １３ 

男女別計 １１ ５ １２ １１ ８ ４ ３ １ 
５５ 

総計 １６ ２３ １２ ４ 

（単位：人） 

実施概要 
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１－３ 城陽未来まちづくり会議の進め方 

会議の進め方として、参加者の５５人を８つのグループに分けて、１班あたり

６～７人で、今回のテーマである「高齢社会における公共交通のあり方」につい

て意見を出しあっていただきました。 

グループごとに配置した専門のファシリテーターにより、会議の進行と意見の

まとめを行いました。最後に各班での意見を発表し、会場全体での質疑応答によ

り情報の共有を行いました。 

 

 
▲奥田市長のあいさつ 

 

 

 
 

１－４ 会議における意見のまとめ 
城陽未来まちづくり会議では、参加した市民のみなさんにより活発な意見

交換が行われ、公共交通に関する幅広い意見など、たくさんの声をいただく

ことができました。 

今回の会議でいただいたご意見に基づき、ＳＷＯＴ分析（P.3 参照）の考

え方による現状分析・公共交通戦略の検討を行うとともに、市として取り組

むべきものについては、既に実施している施策との整合性を図り、施策への

反映について検討することとします。 
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２．城陽未来まちづくり会議における意見の分析 

２－１ ＳＷＯＴ分析による公共交通戦略の検討 

城陽未来まちづくり会議で出された意見（P.27～28 参照）を基に、ＳＷＯＴ
ス ウ ォ ッ ト

分

析による公共交通戦略を検討しました。 
 

（１）ＳＷＯＴ分析とは 
ＳＷＯＴ分析とは、主にマーケティングに使う経営分析法であり、現状分析・

戦略構築のため活用される手法です。ＳＷＯＴ分析では、Ｓ（Strength）：強み、

Ｗ（Weakness）：弱み、Ｏ（Opportunity）：機会、Ｔ（Thread）:脅威、これら４

つの視点から、外部環境と内部環境に分けて現状分析を行い、その後、「機会×強

み、機会×弱み、脅威×強み、脅威×弱み」のクロス分析を行うことで、高齢社

会における公共交通についての戦略を導き出す手法です。 

 

 

◆ＳＷＯＴ分析の考え方 

 

 

 

  

   

 

  

 
  

ＳＷＯＴ 
現状分析 

クロス 
ＳＷＯＴ分析 

戦略の立案 

■ＳＷＯＴ分析の手順 

強み Ｓ 
（Strength） 

弱み Ｗ 
（Weakness） 

機会 Ｏ 
（Opportunity） 

脅威 Ｔ 
（Thread） 

≪現状分析≫ 

≪クロス分析≫ 

実施報告 

機

会 

  

Ｏ 

脅

威 

 

Ｔ 

強み Ｓ 弱み Ｗ 

強みを活かして機会を取り込む 

「強化戦略」は？ 

× × 強みＳ 

脅威Ｔ 

弱みを解消して脅威の影響から逃れる 

「回避戦略」は？ 

× × 弱みＷ 

強みを活かして脅威を機会に変える 

「逆転戦略」は？ 

強みＳ 脅威Ｔ 

機会Ｏ 

（クロス分析） 

（戦略方針） 

（戦略方針） 

（クロス分析） 

機会Ｏ 

弱みを補強して機会を捉える 

「補完戦略」は？ 

弱みＷ 

（クロス分析） 

（戦略方針） 

（クロス分析） 

（戦略方針） 
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（２）ＳＷＯＴ現状分析 

ＳＷＯＴ現状分析では、城陽市を取り巻くあらゆる環境要因（内部環境・外部

環境）について、城陽未来まちづくり会議で出された意見を基に項目列挙し、そ

の環境要因による影響について、市の個性や特性といえる要因を【強み（Ｓ）】、

市の抱える課題的要因を【弱み（Ｗ）】、市にとってプラスに働く社会情勢の変化

を【機会（Ｏ）】、マイナスと考えられる社会情勢の変化を【脅威（Ｔ）】として捉

え、それぞれに分類・整理しながら分析を行いました。 

 内部環境（市の特性・課題） 外部環境（社会経済情勢の変化） 

プ
ラ
ス
要
素 

【強み（Ｓ）】 【機会（Ｏ）】 

・市街地の大半が平坦地である 

・鉄道駅が市内に６駅ある 

・史跡や文化財が鉄道沿線に点在してい

る 

・観光梅林やいも掘り農園がある 

・季節の花（桜、花しょうぶ）が楽しめる 

・西部に茶畑の風景が広がる 

・文化パルク城陽が近鉄寺田駅に隣接し

ている 

・東部に大規模なスポーツ・レクリエーシ

ョン施設がある 

・市民協働による駅周辺整備等の取り組

みが進んでいる 

・多様な市民活動が活発に行われている 

・高齢者、医療施設への送迎バスが充実し

ている 

 

・新名神高速道路の建設が進んでいる 

・新市街地整備事業が進んでいる 

・東部丘陵地の先行整備計画が具体化し

ている 

・ＪＲ奈良線の複線化事業が進んでいる 

・都市計画道路「塚本深谷線」の整備が

進んでいる 

・若者の車離れが進んでいる 

・公共交通への関心が高まっている 

・ＮＰＯや市民負担による公共交通整備

の事例が全国的に増加している 

・クリーンエネルギーへの関心が全国的

に高まっている 

 

マ
イ
ナ
ス
要
素 

【弱み（Ｗ）】 【脅威（Ｔ）】 

・東西の幹線道路が少ない 

・幅員の狭い道路が多い 

・城陽さんさんバスの利用者が少ない 

・バス路線が市内全域を網羅していない 

・近鉄３駅及びＪＲ山城青谷駅の駅周辺

整備が進んでいない 

・市東部の住宅地には坂道が多い 

・高齢社会が進展している 

・依然として自家用車への依存度が高い 

・公共交通に対する市民ニーズが多様化

している 

・民間バス事業者の路線縮小が全国的に

進んでいる 

・コミュニティバスの運行に多額の財政

負担が必要となっている 

・コミュニティバスに対する要望は多い

が利用意識は低い 
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（３）クロスＳＷＯＴ分析による戦略の立案 

ＳＷＯＴ現状分析により整理した本市の特性や課題、社会情勢の変化を基に、

それぞれに分類した項目を掛け合わせてその問いに答えていくことで次の戦略を

構築していく「クロスＳＷＯＴ分析」を行い、城陽市における将来の公共交通戦

略を導き出しました。 

 
強み Ｓ 弱み Ｗ 

機会 

Ｏ 

強みを活かして機会を取り込む 

「強化戦略」（Ｏ×Ｓ） 

弱みを補強して機会を捉える 

「補完戦略」（Ｏ×Ｗ） 

・地理的特色を活かし、駅を起点と

したレンタルサイクルの検討（電

動アシスト車を含む） 

・文化パルク城陽のイベントやスポ

ーツ施設、歴史遺産、観光資源と

連携した企画乗車券の発行 

・観光や公共施設情報を含んだ公共

交通マップの作成 

・新市街地整備やＪＲ奈良線複線化

事業をインパクトとした、市民力

の活用による公共交通ターミナル

としての駅周辺整備の推進 

・公共交通への関心の高まりを背景

とした、既存のバス路線、タクシ

ー等の新たな観点からの活用方法

の検討 

・新名神建設、新市街地整備に併せた

道路整備 

・ＪＲ奈良線の複線化に併せた山城青

谷駅周辺整備 

・新市街地に進出する企業の最寄り駅

としての寺田駅周辺整備 

・城陽さんさんバス利用促進に向けた

ＰＲの強化（無料デーやポイント制

度等） 

・市民参加による城陽さんさんバス運

行ダイヤの見直し 

・バス停のベンチや屋根の設置による

快適性の向上 

脅威 

Ｔ 

強みを活かして脅威を機会に変える 

「逆転戦略」（Ｔ×Ｓ） 

弱みを解消して脅威の影響から逃れる 

「回避戦略」（Ｔ×Ｗ） 

・鉄道各駅や公共施設、病院への送

迎を主とした公共交通の検討 

・各駅へのタクシー専用電話の設置 

・各駅前のタクシースペースの整備 

・高齢者・医療施設への送迎バスの

有効活用の検討 

・公共交通に関する市民ニーズの調査 

・市民参加による新たな公共交通シ

ステムの検討（デマンドバス・タ

クシー、地域負担、ＮＰＯの参画

etc.） 

・運転免許証自主返納者に対するタク

シー利用補助制度の検討 

・環境保全の観点からの公共交通利用

促進のＰＲ 

・バス・バス停へのネーミングライツ

検討 

・車内広告、時刻表への広告掲載の検討 

・行政と市民の一部負担によるバス運

行の検討 
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２－２ 意見の分析結果のまとめ 

城陽未来まちづくり会議で出された意見に基づき、「ＳＷＯＴ現状分析」「クロ

スＳＷＯＴ分析」のフレームワークにより整理・分析して導きだされた公共交通

戦略について、分析結果のまとめを報告します。 

 

 

 

◆公共交通に関わるインフラ整備 

 

・新市街地整備やＪＲ奈良線複線化事業をインパクトとした、市民力の活用による 

公共交通ターミナルとしての駅周辺整備の推進 

・新名神建設、新市街地整備に併せた道路整備 

・ＪＲ奈良線の複線化に併せた山城青谷駅周辺整備 

・新市街地に進出する企業の最寄り駅としての寺田駅周辺整備 

 

≪分析内容≫ 

本市の道路事情は、東西の幹線道路が少なく、市街地内の道路は幅員が狭いことから、

公共交通としてのバスの運行に適した環境とは言えない。さらに、接続ターミナルとなる

鉄道の駅については、近鉄３駅、ＪＲ山城青谷駅において駅舎や駅前広場等の整備が不十

分であるという課題もある。 

しかしながら、現在、本市においては、新名神高速道路の全線開通に向けての動きや、

同ジャンクション・インターチェンジに隣接する久世荒内・寺田塚本地区土地区画整理事

業（新市街地整備）の本格化、ＪＲ奈良線の複線化など、大きく都市基盤の整備が進む状

況にあることから、今後のまちづくりにおいては、これらの大規模事業のインパクトを最

大限に活用した、公共交通のインフラ整備が求められる。 

具体的には、新名神高速道路の側道としての国道２４号や（仮称）北幹線の整備が期待

されるとともに、今後、久世荒内・寺田塚本地区における新市街地整備に伴い、進出企業

への出張や通勤者の増加が予想されることから、それらに対応するアクセスの道路として

の都市計画道路「塚本深谷線」の整備や最寄り駅としての近鉄寺田駅の周辺整備、ＪＲ奈

良線高速化複線化事業に併せた、バスの通行が可能なバイパス道路を含めたＪＲ山城青谷

駅の周辺整備などが必要である。 
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◆城陽さんさんバス等の利用促進と利便性の向上 

 

・城陽さんさんバス利用促進に向けたＰＲの強化（無料デーやポイント制度等） 

・市民参加による城陽さんさんバス運行ダイヤの見直し 

・観光や公共施設情報を含んだ公共交通マップの作成 

・文化パルク城陽のイベントやスポーツ施設、歴史遺産、観光資源と連携した企画 

乗車券の発行 

・バス停のベンチや屋根の設置による快適性の向上 

 

≪分析内容≫ 

城陽さんさんバスは、民間事業者に市が運行補助金を支出する方式により、平成１７年

１１月に運行を開始し、路線の変更等を行いながら現在は「鴻ノ巣山運動公園近鉄寺田線」

と「プラムイン城陽長池線」の２路線が運行している。平成２５年度の年間の利用者数は

約１９万２千人で市からの補助金は４１，４６６千円（２４年度決算）となっている。 

城陽さんさんバスについては、利用者数に応じて市の補助金額が変動することから、市

において、運行経路やダイヤの見直し、バス・エコファミリーの実施など、利用促進に向

けた取り組みが進められており、近年、利用者数は増加傾向にあるが、更なる利用促進に

向けた取り組みが求められている。 

そのためには、文化パルク城陽のイベントや歴史遺産、観光資源と連携した企画乗車券

の発行、公共交通マップの作成、バス停の快適性の向上などについて、市民の意見やニー

ズを踏まえた効果的な利用促進策の検討が必要である。 
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◆民間バス等事業者への支援 

 

・バス・バス停へのネーミングライツの検討 

・車内広告、時刻表への広告掲載の検討 

・行政と市民の一部負担によるバス運行の検討 

・各駅へのタクシー専用電話の設置 

・各駅前のタクシースペースの整備 

 

≪分析内容≫ 

市内の公共交通、とりわけ路線バスやタクシーの拡充に向けては、事業者としての採算

面の確保と市の負担増の問題がある。そのためには、利用促進はもとより、バスやバス停

へのネーミングライツや広告掲載による収入確保の検討やタクシーの利便性の向上に向け

た取り組みが求められる。 

これらについては、事業者が主体となって取り組むべき課題であるが、関係機関への働

きかけや情報提供など、市としての協力・連携による対応が望まれる。 

また、新たなバス路線の設置などの要望が多く寄せられているが、一方では、市民がバ

スを利用しない、主体的に利用しようとする意識が低い、といった問題も抱えている。 

そのようなことから、新たな手法として近隣自治体で実施されている、バス運行経費の

赤字分を自治体と地域住民が負担する官民負担方式についても検討することが必要である。 

 

 

 

◆環境保全の観点からの公共交通利用促進 

 

・地理的特色を活かし、駅を起点としたレンタサイクルの検討（電動アシスト車を含む） 

・環境保全の観点からの公共交通利用促進のＰＲ 

・運転免許証自主返納者に対するタクシー利用補助制度の検討 

 

≪分析内容≫ 

身近な移動手段としての自家用車への依存度は依然として高いものがあるが、駅を起点

としたレンタサイクルの設置や、クリーンエネルギーへの関心の高まりを背景とした、環

境保全の観点からの公共交通の利用促進、高齢社会の進展に伴う運転免許証自主返納者に

対するタクシー利用補助制度など、市民が公共交通に移行しやすい仕組みづくりに取り組

むことが必要である。 
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◆市民参加による新たな公共交通システムの検討 

 

・鉄道各駅や公共施設、病院への送迎を主とした公共交通の検討 

・公共交通に関する市民ニーズの調査 

・高齢者・医療施設への送迎バスの有効活用の検討 

・公共交通への関心の高まりを背景とした、既存のバス路線、タクシー等の新たな 

観点からの活用方法の検討 

・市民参加による新たな公共交通システムの検討 

（デマンドバス・タクシー、地域負担、ＮＰＯの参画 etc.） 

 

≪分析内容≫ 

鉄道やバスなど公共交通の利便性については、道路事情や地理的な面から市内の各地域

で差があり、新たなバス路線の設置などの要望がされている現状がある。 

しかしながら、本市における将来の公共交通のあり方については、特定の地域の課題で

はなく、市全体の問題として捉える必要があり、デマンドバス・タクシー、高齢者・医療

施設への送迎バスの活用など、民間企業やＮＰＯ等との連携も含めた多方面からの検討を

行うことが重要である。 

そのためには、幅広い市民が参加し、将来の公共交通のあり方について学識経験者を交

えて自由に議論し提案できる「場」づくりが求められる。 

  さらに、新公共交通システムの具体化に向けて、システムと財政負担、市民利用の観点

から、市民代表や学識経験者等の参画による、より専門的な検討の場も必要である。 
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３．城陽未来まちづくり会議の様子 

城陽未来まちづくり会議の当日の様子について紹介します。 

３－１ 城陽未来まちづくり会議のプログラム 

日 時：平成２６年（2014 年）９月２０日（土）１０：００～１６：００ 

場 所：文化パルク城陽 ４階大会議室 

テーマ：「高齢社会における公共交通のあり方」 

9：30－ 

10：00 
受付 

10：00－ 

10：10 
市長挨拶等 

10：10－ 

10：30 
本日のスケジュールと資料説明（20 分間） 

10：30－ 

11：00 

≪意見交換の前に……≫（30 分間） 

・グループ内で自己紹介 

・意見交換の前に簡単なミニゲーム 

11：00－ 

12：00 

≪グループワーク：公共交通の便利なところ・不便なところ≫（60 分間） 

・鉄道、バス、タクシーの便利なところ、不便なところ、便利な使い方 

・誰かから聞いた便利なところ、不便なところ、便利な使い方 

12：00－ 

13：00 
－昼 食－ 

13：00－ 

14：00 

≪グループワーク：便利で利用しやすい公共交通に向けて≫（60 分間） 

・午前中に話し合った内容、自分や親の将来、子どもの通学、怪我や事故等で車を

使えない時にどうしたらいいの？ 

・もっと便利に使うためにはどうしたらいいの？ 

・そのために自分たちにできる事はなんだろう…。 

14：00－ 

15：20 

≪各班の発表と発表内容の最終チェック≫（80 分間） 

・班ごとにまとめた意見の発表、会場からの意見 

・会場から自分の班に向けた意見を含めてまとめ 

15：20－ 

15：40 
－休 憩－ 

15：40－ 

15：50 

≪最終発表≫（10 分間） 

・各班からいただいた８つの意見を１つの表に集約し発表 

・全員で発表した内容の確認 

15：50－ 

16：00 
お知らせ 

ワークショップの報告 
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３－２ 班ごとの意見 

≪1班の意見交換の様子≫ 

1 班のみなさん、ありがとうございました。「普段、あまり公共交通を利用

しない」という視点からも検討してくださいました。 

  

意見交換の様子 

▲ 1 班で考えた公共交通の良い所と不便な所 
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▲ 1 班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

発表の様子 
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≪２班の意見交換の様子≫ 

２班のみなさん、ありがとうございました。まずは利用する、そして利用

するための仕組みを考えてくださいました。 
  

意見交換の様子 

▲ ２班が考えた公共交通の良い所と不便な所 
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▲ ２班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

▲ 1 班で考えた公共交通の提案 
発表の様子 
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≪３班の意見交換の様子≫ 

３班のみなさん、ありがとうございました。公共交通の活性化は市の活性化

である、という視点で考えてくださいました。 
  

▲ ３班が考えた公共交通の良い所と不便な所 

意見交換の様子 
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▲ ３班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

発表の様子 
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≪４班の意見交換の様子≫ 

４班のみなさん、ありがとうございました。公共交通を快適に利用するた

めの視点で考えてくださいました。 
  

▲ ４班が考えた公共交通の良い所と不便な所 

意見交換の様子 
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▲ ４班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

発表の様子 



19 

 

≪５班の意見交換の様子≫ 

５班のみなさん、ありがとうございました。「利用してポイントをためる」

という子どもも楽しく乗れる視点で考えてくださいました。 

▲ ５班が考えた公共交通の良い所と不便な所 

意見交換の様子 
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▲ ５班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

発表の様子 
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≪６班の意見交換の様子≫ 

６班のみなさん、ありがとうございました。車内広告で地域密着度を高め、

自分たちが今すぐできる取り組みの視点から考えてくださいました。 

  

意見交換の様子 

▲ ６班が考えた公共交通の良い所と不便な所 

意見交換の様子 
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発表の様子 

▲ ６班が考えた公共交通を便利に使うための意見 
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≪７班の意見交換の様子≫ 

７班のみなさん、ありがとうございました。乗ってみたくなるバスや、イ

ベント時の大量輸送などの視点から考えてくださいました。 
  

意見交換の様子 

▲ ７班が考えた公共交通の良い所と不便な所 

意見交換の様子 
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▲ ７班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

発表の様子 
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≪８班の意見交換の様子≫ 

８班のみなさん、ありがとうございました。バスをさらに乗りやすくする

ための一工夫の視点から考えてくださいました。 

  

意見交換の様子 

▲ ８班が考えた公共交通の良い所と不便な所 

意見交換の様子 
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▲ ８班が考えた公共交通を便利に使うための意見 

発表の様子 
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３－３ 各班から出た意見の集約 

各班で検討した内容について、交通機関の種類ごとに「利用者（市民）の役割」「行政の役割」「交通事業者の役割」「協働で進める内容」の 4つの役割分担の視点から意見を集約しました。 

 

 

城陽未来まちづくり会議における「当日の意見」 
 

 

利用者（市民） 行政 交通事業者 協働 

鉄道 

・ベビーカー車椅子での利用可能とするため

の利用促進と要望の声を上げる 

・ＪＲ新駅の設定により久世の住民の利用増

が見込まれる 

・近鉄に急行と乗継の利便性向上の要望 

・なるべく利用する 

・利用を市民同士が呼びかける 

 

・エレベーターの設置に向けて積極的に関与

する 

・久津川駅での利用が不便であり、駅前広場

又は地下道の設置 

・近鉄に急行と乗継の利便性向上の要望 

・利用の促進・呼びかけ 

・駅周辺の歩道・自転車道の整備 

・近鉄駅の駅施設（広場、道路）の整備 

・公共施設を駅周辺に集約 

・急行停車駅へのアクセス強化 

 

 

 

・主体的にエレベーターを設置 

・ＪＲは城陽止まりが多く南に向けて使いづ

らいので、ダイヤの見直しを 

・ＪＲの新田と城陽の間に新駅の設置を 

・近鉄大久保駅での乗継の利便性の向上を図る 

・バリアフリー化（ホーム、音声、点字） 

・本数を増やす（昼間） 

・バイクの駐輪場整備 

・駅前広場の駐停車場整備 

・高齢者の利用が多くなっており、ＪＲの駅

舎の待合所に椅子の設置を市と住民が協

働で働きかける 

・近鉄の急行乗継について市民、行政、近鉄

と一緒に検討する 

・「交通保険」のようなシステム構築（鉄道

に限らず） 

・サービス向上に向けた社会実験の実施（鉄

道に限らず） 

・城陽駅周辺の治安対策 

路線バス 

・先ずは、検討する機会を設け、ニーズの把

握・集約する 

・意識改革（公共交通の利用促進） 

・カーシェアリング 

・バスマップ 

・地域住民同士の助け合い（車椅子、運転サ

ポート） 

 

 

 

・公共施設利用者に公共交通サービスをあわ

せて提供 

・宇治市と連携してバス運行 

・高齢者利用推進のためのサービス 

・道路（運行ルート）の拡幅 

・免許自主返納 

・ニーズに合わせて利便性向上（本数、ルート） 

・デマンドバスの運行 

・他都市を行き来できる運行実施 

・既存の施設（自動車学校、病院）バスを一

般に開放 

・イベントなどで利用機会を増やす 

・ターゲット、目的地、時間帯を絞り込む 

→ニーズを調査して運行を効率化（アンケ

ート実施） 

・目的地のスーパーからの協賛金、サポート 
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利用者（市民） 行政 交通事業者 協働 

さんさんバス 

・バス停に設置された待合所の清掃や広告収

入のための寄付集め 

・路線、ダイヤの見直し要望、利用促進、沿

線のお店からの広告収入の働きかけ 

・市民は、利用する施設がどこにあるのか把

握する（施設がどこにあるかによって、バ

スの利用がわかる） 

・市民が企画に参加する。（ルート、頻度） 

・地域ボランティア制度（市民の力の活用） 

・自治会が路線情報等を発信 

・カーシェアリング 

・バスマップ 

・バス停に待合所の設置、ルートの見直し 

・バス利用の促進に向けて積極的な PR を 

・料金体系（１００円に）の見直しの検討 

・ルートの見直しについては、病院等を回る

などを検討する 

・サービスの充実（ポイント制度、子どもに

シールを貼ってあげる） 

・免許返納制度の活用 

・民間・市民との協働による議論をして使い

やすいバスにする 

・高齢者が利用しやすい運賃設定 

・無料デーを設け、まずは乗ってみることの

誘導 

・わかりやすい時刻表、ルートマップの作

成・配布でＰＲを 

・バスの便利さをＰＲする 

 

・車内広告、時刻表への広告掲載 

・終バス延長による利用促進 

・乗ること自体が目的になるような魅力づく

り（乗って楽しい） 

・運転手のサービス向上・案内の向上 

・利用者数に応じてシャトルバスや急行ルー

トを 

・細やかで、弾力的な運行の充実 

・地域ごとでの市民意見の収集 

・収支や時間帯における利用者数の見える化 

・路線を絞り、便数を増やす 

・通ってほしいルートについて、行政と一緒

に検討する 

・民間・市民との協働による議論をして使い

やすいバスにする 

タクシー 

 ・さんさんバス以外でのルートの検討（ジャ

ンボタクシーなどで） 

・タクシーターミナルの数を増やすことの検討 

・免許を返却したら、タクシーチケットを補助 

 

・各駅に専用電話の設置 

・イベント時での台数の確保 

・デマンドタクシーの導入 

・バイクタクシーの運行 

・利用が多い人のためのクーポンサービス 

・さんさんバス以外でのルートについて（ジ

ャンボタクシーなどで）を事業者、行政、

市民と検討 

 

その他 

・木津川病院のバスを利用しやすくしてほしい 

・自転車を公共交通の補助として利用 

・情報共有を充実（自治会の活用） 

・木津川病院のバスをさんさんバスに切り替

えて、現行のバス運行費を病院が負担 

・電動自転車のレンタルを 

・情報発信の充実・工夫（広報の活用） 

 

・木津川病院のバスを市民の利用に開放して

ほしい 
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３－４ 参加者アンケート（ひとことカード）の内容 

城陽未来まちづくり会議の当日「ひとことカード」を配布し、会議全体を通した

意見を書いていただきましたので、内容を紹介します。 

 

 

≪公共交通に関して≫ 

・駐車場経営者と提携してカーシェアリング（自動車の共同使用）を運用すれば

良いと思います。 

・各種送迎バス(病院・ホーム・幼稚園・デイサービス他)を市民が利用できるバ

スとして運行できないでしょうか。 

・バス増便は道路事情により経営は困難だと思われるので、乗合タクシーとの連

携が考えられないでしょうか。 

・現在ある４ヵ所のタクシーターミナルを、南京都病院・市役所・イズミヤ・コ

ミュニティセンター・老人福祉センター等に増やして乗りやすくしてはどうで

しょうか。 

・バイクタクシーをさらに検討したらどうでしょうか。 

・バス停までの歩行に、老人もライト付き防犯ブザーを持ち歩いてほしいです。 

・車いすは踏切の通行が危険なので、赤旗と発煙筒を常備してほしいです。 
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≪さんさんバスについて≫ 

・様々な話を聞いて、さんさんバス本来の目的（ターゲットはどこにあるのか）

を見直し、利用促進を行う必要があると思いました。 

・市民のニーズを調査し、目的地（久御山イオン、宇治市等）を絞った土日祝日

限定のバスをテスト運行してみたらどうでしょうか。 

・現状でプラムインとアルプラザで折返しになっていますが、循環型にした方が

利便性はアップすると思います。 

・さんさんバスは本数を増せばもっと利用者が増えると思います。 

・さんさんバスの利用者内訳、利用者の多いバス停の状況等、さらに詳細な資料

があるともっと検討ができたと思います。 

・さんさんバスは道路網を構築し、狭さを解消しなければ難しいと思います。 

・さんさんバスがもっと便利になれば利用したいと思います。 

・今後、年老いて行動できなくなる事を考えると、さんさんバスは必要になると

思いますので、行政の取組に期待します。 

 

 

≪全体を通して≫ 
 

①提案内容を進めていくために 

・市民、事業者、行政が公共交通施策の検討や、チェックできる委員会のような

ものが必要ではないでしょうか。 

・バリアフリー等の課題については、市民が参加するフィールドワークのような

ものが定期的に必要だと思います。 

・行政側にとって都合の良いアイデアを実行するのではなく、今回のアイデアを

一つ一つ検証し、実行の可能な事、不可能な事、行動したがダメだった事など

が公表できるとすばらしいです。 

・今回の会議で出た課題や提案・要望等は将来に向けて実現させ、より住みやす

い城陽市になって活性化されればと思います。 

・公共交通機関を見直す現状に合ったベストな選択があると思いますので、お金

をかけるだけでなく知恵を出して改善していくことを望みます。 

・本日出された意見は予算の範囲内で少しずつでも取り入れてください。 

・課題を解決するには時間がかかりますが１つでも活かせたら良いと思います。 

・長期的なプランでも１つづつ問題が解決できたらいいと思います。 
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②テーマについて 

・テーマの設定が大きいので一般論が多くなると思います。 

・この会議の位置づけが分からず、思いつき的な発案が多かったため、会議が始

まる前に、提案を市政に活かせるようにするとの説明があれば良かったと思い

ます。 

・テーマが決まっていて事前に資料に目を通しているので、初対面の方とも意見

交換することができました。 

・参加募集前にテーマを決めてほしいと思います。 

・高齢者問題は公共交通のテーマだけで良かったのでしょうか。 

・高齢社会における公共交通のあり方がテーマであったが、城陽市の都市交通の

あり方に力点が集まってしまったようです。それでも色々な公共交通の意見が

聞けて大変有意義でした。 

 

③参加者について 

・２０歳代の若い人たちの参加も望まれます。 

・テーマに対して専門知識のある人や専門家も参加してほしいです。 

・今回のテーマは城陽警察署や市の担当課も参加してほしかったです。 

・市の職員が少ないので資料に載っていないデータについて聞けませんでした。 

 

④今後の開催について 

・他の分野でも会議を開催して、市民のパワーを取り上げてもらいたいです。 

・未来まちづくり会議なので町おこしの話をしたいと思います。 

・このような会議が今回限りで終わるのでなく継続してほしいと思います。 

・今回のような取組みは色々な生活パターンの方が参加できるように、開催回数

を増やした方が良いと思います。 

・未来まちづくり会議であれば交通の話でなく、「子どもの増加」「税収入の増

加」「事業者の増加」をテーマに検討すべきだと思います。 

・次回ある時は地域ごとの集会を希望します。 

 

⑤その他 

・普段の生活で関わらない方々と意見交換することに不安はあったが、将来のよ

り良い城陽市をつくるためのものだとしたら、とても楽しみです。 

・今回は無作為の抽選で選ばれた市民の方だったので、住んでいる地区や年齢、

普段利用する交通手段等、違った方々との意見交換ができました。 

・全体の意見が聞け、個々の意見が集約された会議で良かったと思います。 

・高齢化社会に対して、自分なりにどのように行動していかなければ考えてみた

いと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

城陽未来まちづくり会議 

（報告書 資料編） 
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資料１．城陽市の概要 

１）城陽市の位置・地勢・沿革 
本市は京都と奈良を結ぶ国道２４号が南北に縦断しています。また京都から五里、

奈良から五里と二つの都のほぼ中間に位置し、古くから交通の要衝として位置づけ

られ、「五里五里の里」とも呼ばれてきました。 

市の西部はおおむね平坦で、東部に向かうにつれて起伏の多い地形になっていま

す。また、北部の久津川地区周辺には古墳や遺跡が数多く分布し、南部の長池地区

周辺には江戸時代の大和街道の宿場町としての形態が残されています。 

現在の市街地は、久津川、寺田、富野荘、青谷の４ヶ村の合併を経て、京都・大

阪都市圏の影響を受けながら発展してきました。 

 

２）城陽市の人口 

城陽市の人口は減少傾向が続いており、年代別にみると６４歳以下の人口が減少

し、６５歳以上の人口が増加しています。 

地区別の人口はいずれの地区も減少傾向が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10,210 10,171 10,050 9,963 9,808 8,461 7,489

51,767 50,850 49,630 47,817 46,433
41,227 39,473

11,582 11,632 12,092 12,880 13,722

12,696
8,940

7,451 7,845 8,253 8,710 9,006
12,832

16,232

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

人口構成の推移

0歳～14歳 15歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上

（人）

平成22年
住民基本台帳

平成23年
住民基本台帳

平成24年
住民基本台帳

平成25年
住民基本台帳

平成32年
将来推計人口

平成37年
将来推計人口

81,010人 80,498人 80,025人 78,969人
75,489人

72,134人

79,370人

平成26年
住民基本台帳 出典：城陽市住民基本台帳（各年４月１日現在） 

国立社会保障・人口問題研究所 

出典：城陽市住民基本台帳（各年４月１日現在） 

22,446 22,342 22,200 21,994 21,759

35,577 35,347 35,223 34,992 35,022

17,085 16,982 16,856 16,768 16,653

5,902 5,827 5,746 5,616 5,535

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

地区別人口の推移

久津川地区 寺田地区 富野地区 青谷地区

（人）

78,969人79,370人80,025人80,498人81,010人
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３）城陽市の公共交通の現状 

（１）鉄道 

城陽市にはＪＲ奈良線と近鉄京都線が走っており、停車駅は全部で６つあり

ます。 

平成２４年度における鉄道利用者数は、約 6,481,000 人/年となっており、こ

のうち約７割が運行本数の多い近鉄の利用者となっています。 

 

≪ＪＲ奈良線≫ 

ＪＲ奈良線には城陽駅、長池駅、山城青谷駅の３駅があり、このうち城陽駅

は快速停車駅となっています。 

ＪＲ奈良線の利用者数は、平成２０年度から２４年度の５年間で、おおむね

横ばいの状況です。 

城陽駅には、みやこ路快速が停車するため、他のＪＲ駅に比べ利用者が多い

状況です。 

長池駅では、鉄道利用者が平成２４年度に増加しています。これは、この年

の６月に橋上駅舎や自由通路、駅前広場等が新たに整備されたことや、アル・

プラザ城陽がリニューアルされた効果と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成２５年版 城陽市統計書 

（注）千人未満を四捨五入しているため、合計が内訳の計と一致しない場合があります。 

  

1,232,000 1,211,000 1,198,000 1,195,000 1,188,000

433,000 412,000 409,000 396,000 462,000

375,000 362,000 356,000 357,000 360,000

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

JR奈良線の年間乗客数

城陽駅 長池駅 山城青谷駅

（人）

2,039,000

（5,587）
1,985,000

（5,440）
1,963,000

（5,378）

1,947,000

（5,321）

2,010,000

（5,506）

（カッコ）内は

1日平均の乗客数
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≪近鉄京都線≫ 

近鉄京都線には久津川駅、寺田駅、富野荘駅の３駅があり、３駅とも各駅停

車駅となっています。 

近鉄京都線の利用者数は、平成２０年度から２４年度の５年間で減少傾向が続い

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成２５年版 城陽市統計書 

（注）千人未満を四捨五入しているため、合計が内訳の計と一致しない場合があります。 

 

 

  

1,567,000 1,549,000 1,510,000 1,486,000 1,461,000

1,828,000 1,795,000 1,756,000 1,746,000 1,687,000

1,463,000 1,393,000 1,370,000 1,363,000 1,323,000

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

近鉄京都線の年間乗客数

久津川駅 寺田駅 富野荘駅

（人）
4,858,000

（13,310） 4,737,000

（12,979）
4,637,000

（12,703）
4,594,000

（12,552）
4,471,000

（12,248）

（カッコ）内は

1日平均の乗客数
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≪ＪＲ奈良線と近鉄京都線の平日の運行状況≫ 

ＪＲ奈良線と近鉄京都線の平日の運行状況を表にまとめました。 

 

 

京都方面：117 本/日 

奈良方面：114 本/日 

京都方面：91 本/日 

奈良方面：67 本/日 

京都方面：47 本/日 

奈良方面：47 本/日 

※近鉄の「普通」は準急を含む 

普通 快速
区間
快速

みやこ路
快速

合計 始発 最終

城陽 ６４本 ４本 ７本 １６本 ９１本 ７本 ５時台 ２３時台

長池 ４０本 － ７本 － ４７本 ４本 ５時台 ２３時台

山城青谷 ４０本 － ７本 － ４７本 ４本 ５時台 ２３時台

城陽 ３８本 ４本 ９本 １６本 ６７本 ４本 ６時台 ２４時台

長池 ３８本 － ９本 － ４７本 ３本 ６時台 ２４時台

山城青谷 ３８本 － ９本 － ４７本 ４本 ６時台 ２４時台

久津川 １１７本 － － － １１７本 ９本 ５時台 ２３時台

寺田 １１７本 － － － １１７本 ９本 ５時台 ２３時台

富野荘 １１７本 － － － １１７本 １０本 ５時台 ２３時台

久津川 １１４本 － － － １１４本 ８本 ５時台 ２４時台

寺田 １１４本 － － － １１４本 ８本 ５時台 ２４時台

富野荘 １１４本 － － － １１４本 ９本 ５時台 ２４時台

行き先

運行本数(１日) 運行時間

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

近
鉄
京
都
線

京都方面

奈良方面

京都方面

奈良方面

運行本数
（通勤・通学
ピーク時１時
間当たり）

駅名
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≪ＪＲ奈良線と近鉄京都線の平日の運行状況≫ 

 

 

 

  

近鉄【久津川駅】 

 １番ホーム改札 

（下り 奈良方面） 

２番ホーム改札 

（上り 京都方面） 

駐  輪  場 × 〇  

駅 前 広 場 × × 

有 有 

1 番ホーム出入口 ２番ホーム出入口 

ＪＲ【山城青谷駅】 

駐  輪  場 〇  

駅 前 広 場 × 

 
下り奈良方面のみ有 

 

駅舎 改札 

近鉄【富野荘駅】 

 １番ホーム改札 

（下り 奈良方面） 

２番ホーム改札 

（上り 京都方面） 

駐  輪  場 〇  〇  

駅 前 広 場 × × 

 
有 有 

 

東側出入口 西側出入口 

ＪＲ【城陽駅】 

 東口 西口 

駐  輪  場 〇（屋根付） 〇（屋根付） 

駅 前 広 場 
〇 

（自家用車・タクシー・バス） 
× 

ホームまでの車い

す等での進入経路 
有 有 

 

東口広場 西側出入口 

ＪＲ【長池駅】 

 北 口 南 口 

駐  輪  場 〇  〇  

駅 前 広 場 〇  〇  

 
有 有 

 

北口広場 南口広場 

近鉄【寺田駅】 

 １番ホーム改札 

（下り 奈良方面） 

２番ホーム改札 

（上り 京都方面） 

駐  輪  場 〇  〇  

駅 前 広 場 〇  

 
有 有 

 

西側出入口 東側出入口 
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（２）路線バス・コミュニティバス 

① 城陽さんさんバスの利用者数の推移 
城陽さんさんバスは、従来の東部地域を運行していたバス路線を再編し、平成１７年１

１月に運行を開始しました。 

路線の変更等を行いながら、現在は「鴻ノ巣山運動公園近鉄寺田線」と「プラムイン城

陽長池線」の２路線が運行しています。 

年間の利用者数は１３万人台で推移していましたが、平成２５年３月に、水主鴻ノ巣台

線をアル・プラザ城陽まで延伸（→プラムイン城陽長池線として再編）したこともあり、

利用者数が１３万人台から１９万人台に増加しています。 
 

 
図－ 城陽さんさんバス利用者の推移 

出典：城陽さんさんバス年間利用者数の推移（城陽市まちづくり推進課） 

 

 

図－ 城陽さんさんバスの路線変更の経緯 

出典：城陽さんさんバス年間利用者数の推移（城陽市まちづくり推進課） 

② 城陽さんさんバスと鉄道の乗り継ぎ状況 

88,692 88,605 90,139 83,308 93,594

11,031 10,726 10,740
5,228

35,730 39,526 37,395
33,883

7,934
98,789

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

城陽さんさんバス利用数の推移

鴻ノ巣山運動公園

近鉄寺田線

城陽団地循環線

水主鴻ノ巣台線 プラムイン城陽長池線

（人）

135,453人 138,857人 138,274人 130,353人

192,383人

（H17～H24.9.30までの運行）

（H25.3.3から運行開始）（H18.8.1～H25.3.2までの運行）

 鴻ノ巣山運動公園近鉄寺田線 プラムイン城陽長池線 

 

ＪＲ城陽駅 

 

※さんさんバス２

路線が乗り継ぎ

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・駅前広場内にバス停があります。 

・「１番のりば」を利用します。 

 

 

 

 

 

・駅前広場内にバス停があります。 

・「２番のりば」を利用します。 

ＪＲ長池駅 ― 

 

 

 

 

 

 

 

・長池駅の西側約２００ｍの位置に長池駅
口バス停があります。 

近鉄寺田駅 

 

 

・寺田駅の南東約２００ｍの位置に「近鉄
寺田」のバス停があります。 

 

・寺田駅の北東約５０ｍの位置に「寺田駅
東口」のバス停があります。 

近鉄富野荘駅 ― 

 

・駅の東出口のすぐ前にバス停があ 
ります。 

アル・プラザ城陽

まで路線を延伸 

路線名 
駅名 
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※城陽さんさんバスの運行には、市からの補助金として年間４１，４６６千円を支出しています。（平成２４年度決算） 

 

③ 城陽さんさんバス、京都京阪バスの運行状況 

 
  

バスと鉄道の接続 

【城陽さんさんバスの運賃】 
〇中学生以上が 1 回 150 円、小学生は 1 回 80 円 

〇1 歳～未就学児は大人と同伴で 2 人まで無料 

〇子ども単独の場合は 80 円 

〇2 路線を乗り継いだ場合は、乗継券があれば 1 回

150 円、乗継券がないと 300 円 

≪城陽さんさんバス２路線の乗り継ぎ≫ 

〇JR 城陽駅で２路線を乗り継げます。 

〇バス乗務員に乗継券をもらい乗り継ぎます。 

表―各バス路線の平日の運行状況 

 

路線名 行き先 

運行 

便数 

(１日) 

運行 

便数 

(１時間) 

運行時間 

始発 最終 

城
陽
さ
ん
さ
ん
バ
ス 

鴻ノ巣山 

運動公園 

近鉄寺田線 

プラムイン 

城陽 
２３便 ２便 8時台 18時台 

近鉄寺田駅 ２４便 ２便 6時台 18時台 

プラムイン 

城陽長池線 

プラムイン 

城陽 
１２便 １便 8時台 18時台 

アル・プラザ

城陽 
１２便 １便 7時台 17時台 

京
都
京
阪
バ
ス 

近鉄大久保 

方面 

近鉄 

大久保駅 
５３便 ３便 5時台 22時台 

宮ノ谷 ５５便 ３便 6時台 22時台 

宇治田原 

方面 

近鉄 

新田辺駅 
２９便 １便 6時台 21時台 

宇治田原 

方面 
２７便 １便 7時台 22時台 

 

バスと鉄道の接続 

図面の凡例 

 城陽さんさんバス 

鴻ノ巣山運動公園近鉄寺田線 

 城陽さんさんバス 

プラムイン城陽長池線 

 
京都京阪バス 

 
京都京阪バス 

 

バス停 

バス停 

バス停 

バス停 
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（３）タクシー 

タクシーは、多様な利用ニーズに対応できるという機動力を活かして、鉄道やバスのような大量輸送機関にはない、ドア・ツー・ドアの輸送を提供する交通機関です。 

城陽市内で施設内に設置されているタクシー専用の主なのりばは、「ＪＲ城陽駅」「近鉄寺田駅」「京都きづ川病院」「アル・プラザ城陽」の４ヵ所があります。 

 

 

  

図－ 主なタクシー専用のりば 
近鉄寺田駅（東側駅前広場） アル・プラザ城陽（正面駐車場） 

ＪＲ城陽駅（東口駅前広場） 京都きづ川病院（正面玄関横） 

表―タクシーのりばの待合い環境 

 
屋根 ベンチ 

のりば 

案内板 

連絡先 

案内 

京都きづ川病院 

（正面玄関横） 
〇 〇 〇 〇 

ＪＲ城陽駅 

（東口駅前広場） 
〇 〇 〇 〇 

近鉄寺田駅 

（東側駅前広場） 
〇 〇 〇 〇 

アル・プラザ城陽 

（正面玄関前） 

〇 

 

〇 

 
〇 〇 
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（４）城陽市老人福祉センター送迎バス 
城陽市内には４ヶ所老人福祉センターがあり、利用者のための送迎バスとして運行されています。 
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資料２．城陽市の上位計画・関連計画の概要 

１）上位計画における公共交通の位置づけ 

≪第３次城陽市総合計画（平成１８年１０月策定）≫ 

第３次城陽市総合計画では、快適なまちづくりに向けて、「駅周辺整備を推進し

公共交通対策を充実する」ことを掲げており、その基本方針や主な施策は次のとお

りです。 

 

≪基本方針≫ 
○地域住民との協働による寺田駅周辺、長池駅周辺および山城青谷駅周辺の整備によ

り、地域の顔となる特色ある市街地の形成をめざします 

※各駅の周辺では、地域住民の皆様との協働によりまちづくりの検討が進められています。 

○市内各駅においても駅に通じる府道の整備を要請し、駅利用者の安全性や利便性を

向上させ、駅周辺の良好な交通環境の形成をめざします 

○ＪＲ奈良線および近鉄京都線の便数の増加や高速化などにより鉄道利用の利便性

の向上をめざします 

○高齢者や障がいのある方が路線バスなどの公共交通を利用しやすくなることによ

り、健康で生きがいの持てる生活の実現と環境にやさしい交通の実現をめざします。 
 

≪主な施策≫ 

○駅周辺整備の実施 

・地域住民の皆様と共に検討した駅周辺整備 

計画の実現 

・国道２４号と長池駅南側を結ぶ道路整備 

・府道上狛城陽線バイパスの整備にあわせた 
駅周辺整備 

○鉄道利用者の利便性の向上 

・ＪＲ奈良線第二期高速化・複線化 

・近鉄京都線寺田駅への急行停車 

○交通弱者の移動手段の確保 

・路線バスの利便性向上 

  

国道２４号と長池駅を結ぶ道路 早期の複線化が望まれるＪＲ奈良線 

商業施設への乗り入れにより 

利便性が高まる“城陽さんさんバス” 
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２）市民アンケート等による公共交通に関する意見 

（１）城陽市市民意識調査 （平成２３年１０月実施）有効回答数 547 件 

◎ 交通機関の整備の必要性（「とても必要」、「必要」と回答した人の割合） 
・「ＪＲの複線化」が最も多く、次いで「近鉄の市内駅の急行停車」「近鉄駅舎

の整備」「市内循環バスの充実」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この他、「城陽市の魅力」に関しては、「通勤・通学・買い物が便利」が 33.6％

で最も高く、鉄道を中心とした公共交通の充実が背景にあることがうかがえます。 

・また、日用品等の買い物の場は、全体の約半数が鉄道駅周辺となっています。 

 

（２）城陽市まちづくりアンケート（平成２２年１１月）有効回答数 1,171 件 

◎ 鉄道の利用しやすさ  

・「満足」「やや満足」の合計は 70.6％で約７割が満足と感じています。 

◎ 路線バスの利用しやすさ  

・「満足」「やや満足」の合計は 28.3％で全体の満足度は低い状況です。 

 

・この他、「城陽市に住み続けたい理由」に関しては、「近鉄、ＪＲが通っており、

通勤・通学・買い物が便利」が47.5％で最も高く、全体の約半数が交通利便性の

良さを理由にあげています。  
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資料３．公共交通施策の推進に向けた他都市の事例 

城陽市の公共交通施策の推進に向けて、他都市で行われている様々な施策を紹

介します。 

 

☆官民負担方式によるバスの運行 

・交通事業者だけでは採算性が確保できない路線（廃止路線など）において、地

域住民と交通事業者、自治体の３者が協定を締結し、地域ニーズに応じた効果

的な運行を目指す制度。 

・バスの運行に係る赤字分を地域住民と自治体が負担するもので、路線バスを利

用すればするほど住民負担が軽減されるシステム。 

※宇治市、新潟市など 

 

≪宇治市の取組み事例（宇治市のりあい交通事業）≫ 
○事業概要 

・バス路線が休廃止となった地域の住民が主体となり、交通事業者、宇治市を含

めた３者の役割分担により、小型バスやジャンボタクシー等の新たな公共交通

を運行する事業。 

 

○支援内容 

・赤字が経費の半分を占める場合は、市と地域で赤字を半分ずつ負担。 

・軌道に乗せるまでの１年間は試行期間として、今年度は市が赤字の９割を補助。 

・公共交通の利用促進に必要な案内チラシ等の印刷費の一部を補助。 

 

※この取組みでは、住民が主体となって、バスの必要性に関するアンケート調査
等を実施し、これらを基に話し合いを進め、運行時刻や経路を検討。 

 

 
図－ 役割分担の考え方  
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 ☆デマンドバス・デマンドタクシーの運行

・路線バスとは異なり、利用者の要望（乗降場所

や乗降時刻）に応じてバス・タクシーを運行。 

・予約した複数の利用者を乗せる“乗合い”のため、

目的地到着までに時間がかかることもある。 

・料金は２００円～３００円程度が一般的。 

※全国的に多数 
 

 

☆民間事業者との連携（自動車学校等の送迎バスの活用） 

・自動車学校や病院、福祉センターなどが運行す

る送迎バスを一般の利用に開放。 

・道路運送法による規定があることから、取組み

に向けては、民間事業者の協力が不可欠。 

※愛知県豊田市の事例では、年間約７,０００
人が利用 

 

 

 

☆バスマップの作成 

・市内のバス路線をわかりやすく１枚にまとめたバスマップを地元の市民団体等

が作成。全路線が把握できるわかりやすさで利用を促進。 

※福井市、松江市、新潟市など 

  

出典：平成 20 年度 高齢社会白書(内閣府) 

出典：有田市ホームページ 

（有田市デマンドバス） 
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☆運行状況等の情報提供 

・パソコンや携帯、スマートフォン等でバスの時

刻や近接情報を伝えるサービスで利用を促進。 

※京都市、金沢市、福井市など 

 

 

 

 

 

 

☆駅やバス停の環境整備 

・地域住民がボランティアで自宅最寄りのバス

停にベンチを設置する等の環境改善を実施。 

・駅やバス停付近に自転車等の駐輪場を整備す

ることで、離れた位置からの利用を促進。 

※和歌山市、紀の川市、高松市など 

☆免 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆免許証自主返納支援制度 

・有効期間内に運転免許証を自主返納した高齢者（６

５歳以上が一般的）には、コミュニティバスや市内

バスの無料乗車券等を交付し、公共交通による移動

を側面的に支援。 

※福知山市、南丹市、精華町など 

  

出典：高松市ホームページ 

(サイクル＆バスライド駐輪場) 

出典：京福バスホームページ 
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資料４ 城陽未来まちづくり会議に向けた市民ニーズの把握 

１）調査の概要 

≪調査の目的≫ 

「城陽未来まちづくり会議（５５人委員会）」は、１つのテーマについて交流と

対話を行い、その意見を市民の声として行政への提案のつなげ、また交流の場を

通じて地域社会のつながり（コミュニティ）を高めるためることを目的に開催し

ました。 

このアンケート調査は、城陽未来まちづくり会議を実りあるものとしていくた

め、無作為に抽出した市民１,８００人を対象に、会議への参加依頼（資料-16）

とともにアンケート用紙（資料-17）を郵送し、調査を実施しました。 

 

 

 

≪調査の概要≫ 

（１）調査地域   城陽市全域 

（２）調査対象   城陽市在住の満１８歳以上の男女個人 

（平成２６年４月１日現在） 

（３）標 本 数   １,８００票 

（４）標本抽出   住民基本台帳から無作為抽出 

（５）調査方法   郵送法（郵送配布－郵送回収） 

（６）調査時期   平成２６年８月 

（７）回収標本数  ４８３票（回収率２８.８％） 

 

 ※グラフ中に出てくる「Ｎ＝○○」は有効回答数を表しています。 
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（参加依頼） 
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（アンケート用紙） 
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２）調査の結果 

【質問１】あなたご自身のことについてお答えください。 
 

（１）性別 

 

 

 

 

 標 数 割 合 

男性 243 50.3% 

女性 240 49.7% 

合計 483 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢層 

 

 

 

 

 

 

 
票 数 割 合 

10-20歳代 24 5.0% 

30歳代 40 8.3% 

40歳代 64 13.3% 

50歳代 59 12.2% 

60歳代 149 30.8% 

70歳代 114 23.6% 

80歳代以上 33 6.8% 

合計 483 100.0% 

 

   

・回答者の性別をみると、男性が50.3％、女性が49.7％でほぼ同数となっ

ています。 

・回答者の年齢層をみると６０歳代が最も多く30.8％、次いで70歳代が

23.6％の順になっています。 

・子育て世代の10-20歳代から40歳代の割合は、全体の約2.6 割（合計128

人）となっています。 

男性
50.3%

女性
49.7%

男性

女性

全体（Ｎ＝483）

5.0%
8.3%

13.3%

12.2%

30.8%

23.6%

6.8% 10-20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

全体（Ｎ＝483）
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【質問２】城陽未来まちづくり会議（５５人委員会）の参加案内を最初にご覧

になったとき、どのようにお感じになりましたか。 

 

 

 

 

 

 
票 数 割 合 

面白そうだと思った 212 43.9% 

興味がなかった 82 17.0% 

内容が分かりづら

かった 
114 23.6% 

その他 59 12.2% 

未回答 16 3.3% 

合計 483 100.0% 

 

 

 

 

≪その他の主な意見≫ 

・もっと早くこのような取り組みをすべきだと思った。 

・会議に参加できないが、良いことだと思う。 

・とてもいい案だと思うので続けてほしい。 

・参加者意見を聞きたいが自分の発言ができるか心配。 

・自分には責任が重い。 

・未来まちづくり会議は何を考えていいか分かりにくい。 

・意見がまとまるのか疑問、仮にまとまっても実現性に疑問がある。 

・本当に市政に反映されるのか疑問。 

・このような会議は必要だが参加する気にはなれない。 

・忙しくて参加できないと思った。 

・テーマに興味が持てない。 

 

  

・「面白そうだと思った」が最も多く43.9％を占めています。 

・次いで「内容が分かりづらかった」が23.6％となっています。 

・「興味がなかった」は17％となっています。 

43.9%

17.0%

23.6%

12.2%

3.3%
面白そうだと

思った

興味がなかった

内容が分かり

づらかった

その他

未回答

全体（Ｎ＝483）
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【質問３】今回のように無作為抽出の市民の皆さまに案内状をお送りし、参加

者を募る方法について、どのようにお考えですか。 

 

 

 

 

 

 
票 数 割 合 

多くの市民が参加

の機会を得られて

良い 

341 70.6% 

関心のない市民に

も参加案内が届く

ので効率的でない 

106 21.9% 

その他 28 5.8% 

未回答 8 1.7% 

合計 483 100.0% 

 

 

 

 

 

 

≪その他の主な意見≫ 

・どちらとも言えず１の回答も２の回答も考えられる。 

・１,８００人に送って５５人が参加する方法は、税金の無駄遣いにならないか

心配。 

・広く市民に募って関心のある人が参加する方が効率良い。 

・興味があっても都合があわない人も多いのではないかと思った。 

・興味のある人全員が対象の方がよい。 

・無作為に選ばれたという方法について不信感がある。 

・各年代から均等に抽出しているのか疑問がある。 

・年代構成比でいうと６０代以上の意見に集約されてしまうのではないか。 

・テーマにより関心の度合いも年齢的にも違いがあるので、年齢層を絞っては

どうか。 

・もっと丁寧な説明が必要だと思った。 

 

  

・70.6％の人が「多くの市民が参加の機会を得られて良い」と回答しています。 

・21.9％の人が「関心のない市民にも参加案内が届くので効率的でない」と回

答しています。 

70.6%

21.9%

5.8%
1.7%

多くの市民が参加の機会を得られて良い

関心のない市民にも参加案内が届くので効率的でない

その他

未回答
全体（Ｎ＝483）
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【質問４】城陽未来まちづくり会議への参加を承諾されましたか。 

 

 

 

 票 数 割 合 

承諾した 106 21.9% 

承諾しなかった 370 76.6% 

未回答 7 1.5% 

合計 483 100.0% 

 

 

 

 

 

 

【質問５】参加承諾をされなかった理由は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 票 数 割 合 

参加したかったが今回

は都合が合わない 
85 20.5% 

拘束時間が長すぎる 51 12.3% 

会議そのものに関心が

なかった 
58 14.0% 

土曜日は参加できない 77 18.6% 

謝礼が少ない 1 0.2% 

心身の不調のため 68 16.4% 

その他 75 18.1% 

合計 415 100.0% 

 

 

≪その他の主な意見≫ 

・仕事や他の予定があるため。 

・家族の介護や子育てのため。 

・テーマに問題があると感じるため。 

・討議した内容が市政に活かされることが期待できないため。  

・最も多かった理由は「参加したかったが今回は都合が合わない」となっています。 

・次いで「土曜日は参加できない」が18.6％となっています。 

・21.9％の人が「承諾した」と回答しています。 

・76.6％の人が「承諾しなかった」と回答しています。 

21.9%

76.6%

1.4%

承諾した

承諾しな

かった

未回答

全体（Ｎ＝483）

20.5%

12.3%

14.0%
18.6%

0.2%

16.4%

18.1%

参加したかったが今回は都合が合わない
拘束時間が長すぎる
会議そのものに関心がなかった
土曜日は参加できない
謝礼が少ない
心身の不調のため
その他 全体（Ｎ＝415）
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【質問６】 今後、城陽未来まちづくり会議で扱って欲しいテーマはありますか。（複数

回答） 

 

 

 

 

 
票 数 割 合 

教育 106 8.6% 

子育て 106 8.6% 

環境 96 7.7% 

農業 24 1.9% 

商工観光業 56 4.5% 

道路・交通 155 12.5% 

都市計画 111 9.0% 

市民活動 37 3.0% 

高齢者・障がい者福祉 194 15.7% 

防犯防災 125 10.1% 

医療 144 11.6% 

自然・歴史・文化財 62 5.0% 

その他 23 1.9% 

合計 1,239 100.0% 

 

  

・「高齢者・障がい者福祉」が15.7％と最も多くなっています。 

・次いで「道路・交通」が12.5％となっています。 

・「医療」「防犯防災」「都市計画」「教育」「子育て」は10％前後となっています。 

8.6%

8.6%

7.7%

1.9%

4.5%12.5%

9.0%

3.0%

15.7%

10.1%

11.6%

5.0%
1.9% 教育

子育て

環境

農業

商工観光業

道路・交通

都市計画

市民活動

高齢者・障がい者福祉

防犯防災

医療

自然・歴史・文化財

その他
全体（Ｎ＝1,239）

≪その他の主な意見≫ 

・人口を増加させるための施策。 

・若者を呼び込むまちづくり。 

・若者に対しての就業支援。 

・まちの活性化。 

・若い人が集まるイベントやアウ

トレットモールの誘致。 
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【質問７】自由意見 

■自由意見 【城陽未来まちづくり会議の運営について】 

・案内状が無作為となっていますが、広報誌等の多くの目に触れたらいいと思います。 

・今回の案内をポスター等にして、市役所内等で視覚的に訴えたらいいと思います。 

・無作為抽出は興味深い方法ですが、働き世代や障がい者等、発言機会の少ない人達

を含めて参加の意思を問う方法あれば良かったと思います。 

・会議の継続や発展のためには、幅広い世代間の意見交換が必要不可欠だと思います。

公平な人選のためには抽選が良いのですが、何か配慮があってもよかったと思いま

す。 

・テーマ毎に参加できるよう選択できたらいいと思います。 

・拘束時間を半分くらいにして回数を重ねる方がいいと思う。このような市民参加型

の会議を行うのは今後更に必要だと思います。 

・５５人委員会の年齢構成は、若い世代や中年世代を多くしたほうがいいように思い

ます。 

・今後の人口減少に向けたコンパクトシティーを目指して、様々な施策の検討を望み

ます。 

・どんなまちにしたいのか、市民に分かりやすいキーワードが必要です。 

・魅力ある町づくりはあまりにも漠然としていてテーマが大きいので、会議の中で方

向づけできればいいと思います。 

・今後の城陽が発展・成長するためには、若者が城陽に住むための未来を語る場がほ

しいと思います。 

・住みやすい街、魅力ある街にすることで人口も増えて街の活性化にもつながると思

う。そのために何が必要でどんな希望があるかをまとめてまちづくりに役立ててほ

しいと思います。 

・５５人委員会での結論を広報誌等でも公表してほしい。またそれに基づいた対策や

検討内容、進捗状況等を公表してほしいと思います。 

・１日限りのお祭り的なイベントでなく、１日２時間程度の継続的な会議でないと意

見を掘り下げられないと思います。 

・「未来まちづくり会議」と希望を感じる会議名なのに、テーマがすでに決められて

いることに疑問です。テーマを決めるところから市民主体に進めた方がより身近に

考えられるのではないでしょうか。 

・会議内容の説明文でカタカナの意味が分からないので、高齢者等でも分かるように

書いてほしいと思います。 
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■自由意見【公共交通に関して】 

・自治会からさんさんバスの廃止路線復活を望む声があります。 

・さんさんバスの路線はＪＲ城陽駅を中心とした路線編成となっており、必ずしも利便性

が高いとは言えない。市役所を中心とした路線編成は利便性が高いと思います。 

・市民の高齢化によりさんさんバスの運行を再検討する必要があります。 

・ＪＲ城陽⇔城陽団地のバスが２年前に廃止され不便を感じます。城陽団地は高齢者が多

く公的な交通手段がないと困るので、他の路線バスと同じように運行してほしいと思い

ます。 

・住宅の坂道が多い地域に低料金の小型バスを走らせてほしいと思います。 

・深谷校区は坂が多く自動車がないと苦労します。スーパーなどは旧国道沿いにあり高台

地区に住む高齢者に負担のかからない何か良い対策が必要です。 

・病院や銀行に行くときに交通の不便を感じます。 

・車がなく歩行が困難な人は市役所等に行く方法がないと思います。 

・自家用車を利用できない高齢者等の交通弱者が、日常生活に必要な移動手段を確保して

いくことが重要だと思います。 

・近鉄寺田駅の高架化により市民が暮らしやすいまちづくりを希望します。 

・近鉄寺田駅周辺の開発が早期に進むことを希望します。 

・環境にやさしい街にするため自家用車に過度に依存しなくても移動できるよう、公共交

通の利便性向上や利用促進に取り組むことが重要だと思います。 

 

 

■自由意見【道路環境について】 

・久津川駅前の道路は狭く渋滞し歩道も特に狭い。道路を歩くのも自動車を運転するのも危険なた

め一方通行化、２車線化、歩道の拡幅、代替道路の整備等が必要だと思います。 

・歩行者の安全確保のために通学路、道路、交通の改善が必要だと思います。 

・道路の拡幅のための側溝整備は、車の通り抜けやスピードを出して走行する等が考えら

れるため、不便解消よりも乗り入れさせない事が必要だと思います。 

・住宅街に路上駐車が多く、スピードを出して通り抜けて行くので、何らかの規制をして

ほしいと思います。 

・路上駐車は見通しが悪くなり片側通行になるため、取締まり等の対策が必要だと思いま

す。 

・文化パルク城陽の西側を通る南北道路が国道２４号で途切れているので、寺田・富野間

をつなげてほしいと思います。 

・水主線の延長で長池駅への渋滞緩和を行ってほしいと思います。 



資料-25 

 

■自由意見 【若い人が住みやすい環境に関して】 

・人口も増えておらず近鉄寺田駅前の寂れ方はまるでゴーストタウンのようです。もっと

お洒落で便利な城陽にならないと、ますます若い人達が住んでくれないのではと危惧し

ています。 

・近年の城陽市は老人タウンとなっているので、若い世帯が住みやすい環境が必要だと思

います。 

・城陽市に住んでみたいという魅力が欠けていると思います。子育てや教育等のフレーム

を作ればより多くの若者が流入してくると考えます。 

・京都・大阪・奈良・大津に便利な地の利を活かして、大学や専門学校設置等、青少年が

集まる都市づくりが必要だと思います。 

・城陽市は若い人が流出しているので若い人に手厚い行政が必要だと思います。 

・文化パルクや運動公園等、たくさんの公共施設があるのでイベント等をもっと開催して

ほしいと思います。 

・準工業地帯も増えるので商工業が栄える町になってほしい。若い人たちが住みよい町、

住みたくなるような魅力あるまちにしてほしいと思います。 

・若者同士で付き合える場や見合い等の部署を作って、若者と人口が増加する対策を積極

的に取り組んでほしいと思います。 

 

 

 

■自由意見【学童保育】 

・公立の幼稚園を２年保育でなく３年保育にしたら園児が集まり廃園にならなくてすむと

思います。他市のような小中一貫校があれば学力も上がり、子育て世代にとってより魅

力的な市になると思います。 

・きづ川病院の病後保育は病児保育もできるようにしてほしい。預かり時間も夜７～８時

ぐらいまでにして受入れ人数も増やすと便利だと思います。 

・城陽市の人口減を抑制するには教育・医療の充実を進め子育て世代が住みやすい環境整

備が必要だと思います。 

・学童保育のおやつの提供も市で行ってほしいと思います。 

・支援学級はまだまだ理解されないため、小・中学校の支援学級の学習強化をしてほしい

と思います。 
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≪クロス集計≫ 

① 年代別×参加案内を受取った印象 

城陽未来まちづくり会議の参加依頼を受け取った印象を年代別に集計しました。 

 

 

 
 

 

 

 

② 年代別×無作為抽出印象 

参加依頼を無作為で抽出した印象を、年代別に集計しました。 
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・どの年代も参加案内を受け取って「面白そうだと思った」と感じたようです。 

・一方で、「内容が分かりづらかった」がやや多いようです。 

・３０歳代では「興味がなかった」がやや多いようです。 

・どの年代も「多くの市民が参加の機会を得られてよい」と感じたようです。 

・一方で、「関心のない市民にも案内が届くので効率的でない」は２０％前後と

なっています。 
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③ 年代別×参加できない理由 

参加できない理由を年代別に集計しました。 

 

 

 

 

 

 

④ 年代別×城陽未来まちづくり会議で扱ってほしいテーマ 

今後、城陽未来まちづくり会議で検討したいテーマを年代別に集計しました。 
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・参加できない理由は、「都合が合わない」「土曜日は参加できない」が多く、

土曜日は仕事であるという理由が多くありました。 

・年齢層が高くなるにつれて「心身不調」の理由が多くありました。 

・今後、扱ってほしいテーマとしては、高齢者・障がい者福祉が多くなってい

るものの、全体的に日々の生活に密着したテーマについて票が集まりました。 
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資料５ 報告書に出てくる用語の説明 
この報告書のなかで使用しているカタカナ用語の説明です。 

 

用 語 用語の意味 

コミュニティバス 

路線バスやほかの交通手段でまかなうことができない地

域の公共交通需要に応じて運行されるバスのこと。 

一般的には自治体が民間のバス会社に委託して、大型の

路線バスが入れない住宅街や、通常の路線バスの経路から

外れた公共施設等を結んで運行されている。 

デマンドバス 

デマンドタクシー 

利用者の要望（予約）があった時に運行する乗合のバス

やタクシーのこと。ワンボックスタイプのジャンボタクシ

ータイプや、小型タクシータイプの車両で運行される場合

が多い。 

ジャンボタクシー ワンボックスタイプの９人乗り程度のタクシーのこと。 

レンタサイクル 
駅やバス停、公共施設等に設置した自転車を有料で貸し

出すこと。 

バリアフリー 

床や地面との段差をなくしたり、点字ブロックや音響に

よる誘導を行い、移動しやすい・生活しやすい環境にする

こと。 

カーシェアリング 

登録した会員の間で特定の自動車を共同使用するサービ

スのこと。レンタカーと似てるが、レンタカーよりもごく

短時間の利用を想定し、レンタカーよりも便利で安価にな

る場合が多い。 

フィールドワーク 
野外や現地で実際に状況を確認しながら調査したり、そこ

で生活している人・利用している人に聞き取りを行うこと。 

ファシリテーター 

班の中での議論や意見について、中立な立場や客観的な

立場で議事進行を進め、意見をまとめたり、合意形成を図

る役割を受け持つ人のこと。 

ワークショップ 

多様な人たちが主体的に会議等に参加し、自分の思いや

アイデアを語り合い、参加者全員で話し合われた意見や提

案等の情報を共有しながら、新しい発見をしたり新たなも

のを創造していく手法のこと。 
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